
1
 
古
文
書
料
紙
に
お
け
る
簾
の
日
の
意
義
 
 

1
．
1
 
費
の
日
と
は
 
 
 

和
紙
で
は
、
植
物
繊
維
の
水
懸
濁
液
か
ら
ろ
水
し
て
紙
屑
を
形
成
す
る
網
に
あ
た
る
抄
 
 

紙
臭
が
賛
（
す
）
で
あ
り
、
一
様
な
太
さ
の
細
い
竹
ひ
ご
 
（
カ
ヤ
の
ひ
ご
や
馬
の
毛
を
使
っ
 
 

て
い
た
例
も
あ
る
）
が
糸
で
結
わ
え
ら
れ
等
間
隔
に
並
ん
で
お
り
、
そ
の
痕
跡
が
〝
賛
の
 
 

目
″
と
し
て
紙
に
残
る
。
園
1
に
、
賛
の
写
真
と
茸
の
目
が
残
る
和
紙
の
写
真
を
例
と
し
 
 

て
示
す
。
費
の
目
は
使
用
し
た
賛
の
竹
ひ
ご
の
配
置
と
同
様
に
等
間
隔
の
規
則
正
し
い
縞
 
 

と
な
っ
て
見
え
る
。
こ
の
古
文
書
は
大
徳
寺
文
書
の
中
か
ら
選
ん
だ
1
つ
の
試
料
例
で
、
 
 

透
過
光
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
画
像
で
あ
る
。
 
 
 

古
文
書
、
史
料
、
絵
画
等
の
紙
文
化
財
を
保
護
し
、
修
復
し
て
い
く
こ
と
は
、
史
的
、
 
 

文
化
的
及
び
美
術
的
価
値
を
継
承
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
近
年
重
視
さ
れ
、
広
く
行
わ
れ
 
 

て
い
る
。
紙
文
化
財
の
修
復
に
は
和
紙
を
使
う
こ
と
が
多
く
、
適
切
な
復
元
補
修
紙
の
選
 
 

択
に
あ
た
っ
て
は
、
外
観
の
調
和
の
た
め
に
貸
の
目
の
数
を
一
致
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

目
の
数
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
見
え
方
の
鮮
明
さ
や
濃
淡
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
な
ど
も
合
 

わ
せ
る
こ
と
が
本
来
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
 
 

ズ
ム
で
箕
の
目
が
残
り
、
そ
れ
が
人
の
日
に
認
識
さ
れ
る
の
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

1
．
 2
 
貴
の
目
の
見
え
方
 
 
 

紙
に
残
る
賛
の
目
は
、
通
常
光
に
透
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
 
 

が
、
正
確
な
濃
淡
の
分
布
を
知
る
に
は
、
フ
ラ
ッ
ト
ベ
ッ
ド
ス
キ
ャ
ナ
の
透
過
モ
ー
ド
で
 
 

画
像
を
取
り
込
む
と
よ
い
。
図
2
は
、
現
代
の
紙
漉
き
技
術
者
で
あ
る
長
谷
川
聡
氏
 
（
長
 
 

谷
川
和
紙
工
房
）
 
が
目
数
1
0
 
（
左
）
及
び
2
5
（
右
）
本
／
寸
（
1
寸
＝
3
0
・
3
m
）
 
の
貸
 
 

和
紙
の
‡
目
の
幾
何
学
的
構
造
と
大
徳
寺
文
書
に
お
け
る
‡
目
数
解
析
 
 

図1抄紙具である羊（す）と手の日が残る大徳寺文書料耗の例  

【
－
）
 

【
1
）
 
 

韓
允
配
州
、
江
前
敏
晴
、
保
立
道
久
 
 

図Z スキャナー透過光億の手の目の見え方。10及び25本／寸。  
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散
反
射
光
で
賛
の
目
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

1
．
3
 
古
文
書
に
お
け
る
黄
の
目
の
意
義
 
 
 

紙
の
製
造
工
程
上
、
繊
維
願
濁
液
か
ら
の
脱
水
に
よ
り
紙
が
形
成
さ
れ
る
た
め
、
貴
に
 
 

は
必
ず
脱
水
す
る
た
め
の
隙
間
が
必
要
で
あ
る
。
網
目
状
の
隙
間
は
布
を
費
に
敷
く
こ
と
 
 

に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
が
、
目
が
細
か
す
ぎ
る
と
脱
水
が
遅
く
な
り
作
業
効
率
が
悪
く
な
 
 

る
。
ま
た
、
布
は
吸
水
し
や
す
く
、
水
の
保
持
量
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
る
点
で
、
や
は
り
 
 

紙
抄
き
に
は
不
向
き
で
あ
る
。
ま
た
、
脱
水
は
紙
の
面
内
で
均
一
に
進
行
し
な
い
と
ム
ラ
 
 

が
で
き
や
す
い
。
し
た
が
っ
て
必
然
的
に
材
料
自
身
の
吸
水
性
が
少
な
く
均
一
な
隙
間
を
 
 

作
り
、
な
お
か
つ
重
い
願
濁
液
を
支
え
ら
れ
る
強
度
の
あ
る
構
造
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

い
。
そ
う
考
え
る
と
、
竹
な
ど
の
ひ
ご
を
平
行
に
等
間
隔
で
並
べ
た
貸
が
も
っ
と
も
適
切
 
 

な
よ
う
で
あ
る
。
 
 

加
工
技
術
が
高
け
れ
ば
竹
ひ
ご
を
細
く
す
る
こ
と
及
び
そ
れ
を
結
わ
え
る
糸
を
細
く
す
 
 

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
竹
ひ
ご
を
畑
く
す
る
か
、
太
く
す
る
か
、
結
わ
え
る
糸
を
細
く
 
 

す
る
か
、
太
く
す
る
か
に
よ
っ
て
、
脱
水
速
度
と
賛
の
目
の
現
れ
方
は
大
き
く
変
わ
り
そ
 
 

う
で
あ
る
。
脱
水
速
度
は
〓
疋
で
な
い
と
紙
漉
き
作
業
が
難
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
 
 

で
、
太
い
竹
ひ
ご
を
使
う
場
合
は
隙
間
（
糸
）
も
太
く
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
細
い
竹
ひ
ご
 
 

を
使
う
場
合
は
隙
間
（
糸
）
 
も
細
く
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
賛
に
あ
る
隙
間
の
合
計
面
 
 

積
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
細
い
隙
間
を
た
く
さ
ん
作
る
と
脱
水
速
度
は
下
が
る
の
で
、
竹
 
 

ひ
ご
が
細
く
な
る
ほ
ど
相
対
的
に
は
隙
間
を
広
く
と
る
は
ず
で
あ
る
。
紙
の
原
料
と
な
る
 
 

植
物
繊
維
に
は
、
コ
ウ
ゾ
、
ガ
ン
ピ
、
ミ
ツ
マ
タ
な
ど
を
使
用
す
る
が
、
賛
の
隙
間
の
幅
 
 

が
大
き
い
と
そ
こ
に
た
く
さ
ん
繊
維
が
落
ち
込
ん
で
、
光
に
透
か
す
と
そ
の
部
分
が
濃
く
 
 

見
え
る
の
で
貴
の
日
が
非
常
に
は
っ
き
り
し
て
く
る
と
予
測
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
度
合
 
 

い
は
繊
維
の
長
さ
と
も
関
係
し
て
く
る
の
で
、
繊
維
の
短
い
ガ
ン
ピ
な
ど
の
で
は
、
賛
の
 
 

目
数
が
多
く
な
っ
て
も
賛
の
日
が
は
っ
き
り
し
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
資
の
日
 
 

の
本
数
を
調
べ
れ
ば
繊
維
の
種
類
を
判
別
す
る
デ
ー
タ
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
 
 

う
に
、
貴
の
日
は
古
文
書
料
紙
を
調
べ
る
に
当
た
っ
て
、
使
用
さ
れ
て
い
た
貴
の
加
工
精
 
 

表2 和紙試料  

2
 
青
の
日
部
分
の
幾
何
学
的
構
造
の
解
析
 
 
 

2
．
 
1
 
試
料
 
 
 

測
定
の
対
象
と
し
た
試
料
は
、
表
2
に
示
す
よ
う
な
ミ
ツ
マ
タ
及
び
ガ
ン
ピ
を
繊
維
原
 
 

料
と
す
る
和
紙
で
、
使
用
し
た
賛
の
目
数
は
1
0
～
2
5
本
／
寸
で
あ
っ
た
。
 
 

皮
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
潜
在
的
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
 
 

賓の目◆  板張り面  坪量（g／d）   密度（g／cd）   

箕肌面   

箕肌／取液面   

貴肌／取液面   

賛肌／二晩液面  

費肌面   

賛肌／取液面   

婁肌／取液面  

タ
 
 

マ
 
 

ツ
 
 

「
、
、
 
 

0．50   

0．48／0．46   

0．47／0．46   

0．49／0．64  

0．64   

0．62／0．64   

0．67／0．63   

10  65．1  

66．4／62．2   

57．2／65．8   

63．0／64．9  

73．0   

71．4／66．9   

73．8／67．0  

ミツマタ  15   

ミツマタ  20   

ミツマタ  25   

ガンピ  15   

ガンビ  20   

ガンピ  2Fi 

－30．3ⅦⅧ（1寸）あたりの本数  

141   



ニー’t  

団
夏
型
D
ギ
「
写
植
よ
図
面
㌫
 
（
輩
昼
S
E
）
 
M
∠
・
Z
¶
㌫
望
生
日
二
巴
暴
．
（
輩
厘
9
S
Z
）
 
 

m
 
O
㍑
勺
ご
轡
庄
ふ
チ
÷
冨
蒜
竺
イ
臼
二
讐
暴
 
㌔
 
「
聖
血
で
空
盈
託
て
†
￥
コ
9
因
、
封
竹
雄
些
事
 
 

D
り
孝
幸
ユ
判
加
数
厘
コ
「
音
域
コ
書
出
コ
髄
書
写
、
〉
「
埠
身
中
沌
射
 
 

軍
学
望
翌
筈
岩
㍍
義
Ⅹ
、
謹
9
宅
よ
射
影
厘
亭
華
旦
α
目
α
妄
り
埠
附
、
よ
α
㌢
乎
沌
 
 

関
北
瓦
㍍
蒜
O
S
判
コ
 
（
吋
宣
A
X
）
 
凶
ケ
諒
ぎ
L
イ
G
油
苗
品
苧
辻
‘
－
∴
∵
1
－
ぺ
∠
ン
二
㌧
 
 

－
r
∵
エ
儒
∠
ん
サ
〓
封
ン
1
ぺ
／
つ
〃
／
メ
ゾ
ー
r
∵
r
コ
「
邪
恋
調
0
ぢ
「
コ
署
訣
硝
2
～
I
引
田
 
 

剖
㌢
ヰ
謀
蟹
コ
1
1
ハ
ム
∠
イ
′
い
ー
r
′
、
叩
S
・
I
手
製
蟄
島
、
「
コ
封
箆
皆
ひ
胴
0
9
 
 

～
 帥
封
五
言
璧
準
岬
．
＼
ご
て
押
￥
「
0
￥
Ⅵ
定
期
帖
コ
L
、
了
α
与
う
呼
マ
「
こ
写
キ
〉
笹
津
薯
 
 

硬
変
割
Ⅹ
、
マ
㌢
島
ユ
「
欝
コ
淋
礫
土
し
⊥
「
■
ユ
W
亭
脂
t
ひ
顎
キ
l
短
＼
引
コ
朋
剥
首
 
 

㍉
竜
岩
音
道
議
疫
百
亮
〉
彩
謹
書
課
緊
び
瀦
Ⅹ
判
娼
観
り
撃
沌
署
轟
隼
ユ
書
制
御
α
「
凶
 
 

撼貨ひ丁、1－1∠．多く誉－r′7宮家酎X、1乙∧ ⊆凶  

回生軍事00酎与－ゝ′頂甘斌7呈寅吉陣没・臨書由00挙与－ゝ′ 一国  

、
官
学
？
÷
㍉
完
品
道
義
藷
α
堰
撃
づ
ご
正
芳
義
〉
彗
沌
誉
黎
α
幣
Ⅹ
判
早
散
り
祖
 
 

マ
署
迎
稿
O
t
諸
君
聖
祭
叩
㌢
小
峰
コ
粟
島
畢
Ⅹ
、
封
よ
な
っ
マ
￥
ン
腔
コ
朝
鮮
史
、
沌
9
 
 

ゾ
ユ
Ⅵ
q
川
マ
管
u
与
由
藷
衰
轟
泰
ヨ
「
相
打
コ
吾
由
〉
車
中
壁
濫
讐
等
号
；
こ
お
 
 

コ
顎
被
血
、
よ
忍
却
コ
凶
○
￥
「
籍
難
血
書
葉
上
些
コ
S
園
判
激
回
硬
警
部
Ⅹ
」
エ
∧
 
 

0
ギ
「
邪
教
匝
ユ
「
葉
酸
尊
者
剋
む
 
 
 

拳
固
骨
コ
L
、
了
㌢
キ
ヨ
瀞
凶
α
L
回
頭
軍
制
号
キ
鱒
ヨ
草
嬰
宮
嬰
ま
閂
墜
藍
禦
唯
㌦
忘
 
 

亭
態
劉
兜
＃
書
出
孝
明
些
軍
Z
、
「
革
産
品
0
粥
コ
国
立
由
旬
下
 
品
O
T
コ
仙
耳
千
年
刃
工
空
イ
日
 
 

望
膏
ヱ
諾
意
妄
庵
餞
貪
讐
盟
丁
去
l
∠
評
￥
讐
⊥
 
㌦
量
ま
 
一
利
 
（
彰
室
）
 
彰
」
 
 

ウ
謹
Y
α
Y
l
ス
瀦
慶
1
ン
 
㌧
七
草
プ
ヱ
凶
孝
明
コ
 
0
宮
守
よ
忍
衰
室
血
□
∀
間
樹
‘
－
レ
沌
 
 

軍
学
号
丑
敦
讐
㍊
苦
Ⅹ
蒜
扇
買
虚
血
酉
、
「
写
植
尊
書
硬
変
樹
占
－
し
．
ら
通
う
う
百
 
 

年
沌
凶
酔
マ
書
出
等
価
坦
宮
津
書
竪
琴
盟
讐
7
∴
∵
⊥
垂
憂
う
ウ
望
甥
 
㍉
苦
言
青
石
 
 

J
＼
∴
・
．
∵
い
 
、
∵
．
・
∴
Y
∴
‥
∵
．
ト
‥
∵
リ
∫
・
∴
 
・
∵
∴
∴
－
ヽ
L
‥
．
∴
‥
・
∴
十
 
 

し
乍
望
サ
ト
 
㌦
誓
孟
子
蒜
呈
蒜
㍍
色
毎
連
写
勢
畢
甲
畢
空
崇
警
Y
 
l
差
l
引
写
由
○
￥
 
 

G
裁
孝
 
（
0
0
S
ト
・
巴
二
琴
準
準
ゃ
し
ユ
讐
ミ
ニ
÷
L
）
 
写
植
漱
錐
α
哩
宰
コ
彩
沓
 
0
ギ
 
 

乞
慧
遥
遠
㌫
虫
腐
草
輿
望
讐
ご
気
貰
 
（
聴
取
舛
凹
↑
』
O
S
、
O
S
t
↑
S
凹
↑
・
〇
緊
コ
 
吾
 
 

輩
華
Ⅹ
」
／
フ
h
、
盤
止
芸
宇
部
出
血
弓
†
り
肘
支
 
（
Z
凹
C
凹
き
S
、
社
宅
3
h
ぷ
∈
く
 
㌧
む
｝
S
U
↑
 
 

□
○
鵬
）
再
∈
J
O
』
ヨ
山
巴
富
蕃
写
植
与
取
離
‘
－
レ
、
コ
勺
宝
0
￥
G
封
孝
巻
繊
筆
磯
野
妄
非
 
 

望
豊
莞
弘
前
∴
封
寧
彗
さ
忘
貰
壷
由
卑
甲
栗
慧
双
岩
品
碁
蜃
鱒
ヨ
豊
崎
 
㍉
立
 
 

㌔
霊
草
ヰ
劉
台
㍍
品
．
／
ヨ
、
q
隠
ユ
宝
薗
尊
 
 

書
由
、
割
箸
轟
0
㌢
智
之
必
＋
罰
γ
幸
吉
睡
よ
‘
－
r
□
‘
′
ム
び
史
壷
立
古
壷
工
瓦
茹
 
 

．
‥
∴
／
㌧
 
∵
∴
ご
∴
－
ト
「
 
了
∴
＼
・
∴
・
．
・
・
．
‥
J
∵
．
1
い
ヾ
、
．
∵
：
∴
．
∴
．
．
＼
．
・
∴
、
い
 
 

l
謹
9
り
ユ
責
苦
嘗
判
年
書
中
准
○
㌢
智
ユ
血
判
剖
南
○
㌢
本
吉
腫
ユ
「
軍
報
朝
む
凶
由
与
 
 

ひ
宕
マ
詔
ヤ
Ⅱ
コ
塾
皆
等
葦
髄
走
α
敬
Z
判
定
薗
0
㌢
智
ユ
u
．
／
万
引
討
南
＼
「
尉
蔓
草
 
 

遠
㍍
品
平
∽
山
王
孟
子
仰
」
1
r
庄
走
－
．
引
マ
書
出
0
㌢
心
的
襟
甘
艶
ユ
り
G
〕
署
蔽
喩
を
 
 

明
覚
晋
α
畢
ユ
「
ニ
ー
○
￥
「
蕃
握
手
苫
轟
、
「
写
植
孝
吉
忍
道
管
書
由
α
棟
袈
封
唯
啓
 
 

淵
話
 
Z
／
Z
 
 
 



の
分
解
能
は
相
即
で
、
高
さ
方
向
は
1
脚
で
あ
る
。
 
 
 

低
角
度
照
明
に
よ
る
光
学
顕
微
錠
観
察
を
行
っ
た
。
照
明
が
当
た
る
方
向
に
対
し
て
直
 
 

角
に
並
ぶ
繊
維
が
、
繊
維
側
面
が
光
を
反
射
す
る
の
で
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
 
 

低
角
度
照
明
を
貸
の
目
と
平
行
な
方
向
及
び
直
行
す
る
方
向
の
2
方
向
か
ら
同
時
に
照
明
 
 

し
た
。
オ
リ
ン
パ
ス
製
顕
微
錠
を
用
い
、
接
眼
レ
ン
ズ
×
1
0
、
対
物
レ
ン
ズ
×
4
の
4
0
倍
 
 

で
観
察
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
画
像
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
比
較
的
広
範
囲
 
 

で
の
繊
維
の
向
き
を
調
べ
た
。
 
 
 

2
．
3
 
結
果
と
考
察
 
 
 

和
紙
試
料
の
基
本
的
な
物
性
で
あ
る
坪
量
と
密
度
が
、
賛
の
日
の
細
か
さ
に
ど
の
よ
う
 
 

な
影
響
を
与
え
た
か
を
囲
7
に
示
す
。
横
軸
は
箕
の
日
の
細
か
さ
を
表
し
て
お
り
右
側
ほ
 
 

ど
細
か
く
な
る
。
左
軸
は
坪
量
で
あ
る
。
ガ
ン
ピ
、
臼
ミ
ツ
マ
ク
ロ
と
も
賛
の
目
の
細
 
 

か
さ
に
関
わ
ら
ず
ほ
ぼ
〓
疋
の
坪
量
で
あ
っ
た
。
脱
水
速
度
が
異
な
る
複
数
の
貴
で
あ
っ
 
 

た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
坪
量
を
〓
正
に
で
き
る
紙
漉
き
技
術
者
の
経
験
 
 

と
技
術
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
右
軸
に
示
さ
れ
て
い
る
密
度
に
関
し
て
は
、
同
一
 
 

の
繊
維
原
料
で
は
責
の
目
に
よ
ら
ず
二
疋
で
あ
っ
た
が
、
ガ
ン
ピ
◎
が
0
・
6
5
g
／
 
 

C
d
、
ミ
ツ
マ
タ
○
が
0
・
5
0
g
／
】
C
m
程
度
で
あ
り
、
明
ら
か
に
繊
維
の
細
い
ガ
ン
ピ
 
 

の
方
が
高
密
度
に
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
以
前
の
紙
で
打
ち
紙
処
理
さ
れ
て
高
 
 

密
度
に
な
っ
た
紙
に
つ
い
て
、
以
前
は
、
そ
の
触
感
か
ら
斐
混
じ
り
枯
紙
な
ど
と
呼
称
さ
 
 

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
そ
の
多
く
が
コ
ウ
ゾ
紙
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
 
 

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
従
来
の
誤
っ
た
判
断
も
高
密
度
化
し
や
す
い
ガ
ン
ピ
紙
の
特
徴
ゆ
 
 

図6 表面形状測定器  

え
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

表
3
は
、
ベ
ー
タ
線
透
過
量
の
変
動
を
利
用
し
た
坪
量
分
布
を
求
め
る
の
に
使
用
し
た
 
 

試
料
の
物
性
等
を
示
す
。
ク
板
張
り
面
″
 
は
、
乾
燥
時
に
ど
ち
ら
の
面
を
板
に
接
し
た
か
 
 

を
区
別
し
て
い
る
。
図
8
は
、
ベ
ー
タ
線
透
過
量
か
ら
求
め
た
坪
量
分
布
画
像
で
あ
る
。
 
 

紙
の
種
類
に
つ
い
て
は
例
え
ば
、
〝
ミ
ツ
マ
タ
 
1
0
貴
″
と
あ
る
の
は
、
ミ
ツ
マ
タ
を
繊
 
 

維
原
料
と
し
、
1
0
本
／
寸
の
章
を
用
い
、
賛
に
当
た
っ
て
い
た
面
を
板
に
張
り
付
け
て
乾
 
 

燥
し
た
紙
、
の
意
味
で
あ
る
。
1
0
本
／
寸
の
紙
で
は
貴
の
目
数
に
相
当
す
る
濃
淡
の
画
像
 
 

が
は
っ
き
り
現
れ
て
お
り
、
級
雄
量
の
多
少
の
む
ら
が
、
皆
の
日
と
な
っ
て
見
え
る
こ
と
 
 

が
は
つ
き
り
わ
か
る
。
1
5
本
／
寸
の
ガ
ン
ピ
で
は
板
張
り
面
が
ど
ち
ら
の
側
か
に
関
わ
ら
 
 

ず
、
賛
の
目
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
途
切
れ
途
切
れ
で
は
あ
る
も
の
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に
周
期
的
な
縞
が
見
え
る
。
こ
の
縞
の
間
隔
は
、
ち
ょ
う
ど
1
0
本
／
寸
に
相
当
す
る
約
3
 
 

m
の
間
隔
と
な
っ
て
お
り
、
賛
の
目
は
凹
凸
と
し
て
も
現
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 
 

通
常
は
、
費
の
竹
ひ
ご
の
隙
間
に
繊
維
が
落
ち
込
む
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
賛
の
目
側
に
 
 

凹
凸
が
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
貴
の
面
を
板
に
張
り
付
け
て
乾
燥
す
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
 
 

そ
の
場
合
、
凹
凸
が
反
対
側
に
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ベ
ー
タ
線
の
坪
量
分
布
画
像
や
 
 

ソ
フ
ト
Ⅹ
線
透
過
健
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
繊
維
量
の
多
少
が
存
在
す
る
た
め
に
、
湿
潤
 
 

時
に
貸
の
面
に
あ
っ
た
凸
部
は
乾
燥
時
に
反
対
側
に
押
し
上
げ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
2
5
 
 

本
／
寸
の
紙
に
な
る
と
こ
の
よ
う
な
周
期
的
な
凹
凸
は
ま
っ
た
く
な
く
な
る
こ
と
が
わ
か
 
 

る
。
実
際
に
は
微
小
な
凹
凸
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
和
紙
自
体
の
表
面
が
繊
維
サ
 
 

イ
ズ
の
オ
ー
ダ
ー
に
な
る
と
非
常
に
粗
い
た
め
貴
に
由
来
す
る
凹
凸
が
ま
っ
た
く
目
立
た
 
 

な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
特
に
2
5
本
／
寸
の
紙
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
約
 
 

1
・
3
m
m
間
隔
の
非
常
に
規
則
正
し
い
縞
は
、
測
定
に
使
用
し
た
低
倍
率
レ
ン
ズ
の
収
差
 
 

に
よ
る
も
の
で
、
非
常
に
平
滑
と
わ
か
っ
て
い
る
表
面
の
測
定
で
も
現
れ
る
ひ
ず
み
で
あ
 
 

る
の
で
費
の
日
と
は
関
係
が
な
い
。
ま
た
一
番
下
の
画
像
の
右
側
は
黒
の
部
分
は
試
料
の
 
 

端
部
を
は
み
出
し
た
計
測
の
た
め
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
、
坪
量
分
布
と
表
面
形
状
の
測
定
結
果
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

和
紙
を
光
に
透
か
し
た
と
き
に
観
察
さ
れ
る
費
の
日
の
縞
は
、
貸
の
目
が
粗
い
と
き
に
は
 
 

坪
量
の
分
布
、
す
な
わ
ち
シ
ー
ト
内
で
の
繊
維
量
の
不
均
一
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
 
 

ま
た
同
時
に
表
面
の
凹
凸
も
形
成
し
て
い
る
。
費
の
日
が
細
か
く
な
る
と
黄
の
目
が
不
明
 
 

瞭
と
な
る
が
、
そ
れ
は
賛
の
目
の
間
隔
が
小
さ
く
な
り
肉
眼
で
の
識
別
能
を
超
え
て
見
え
 
 

に
く
く
な
る
か
ら
で
は
な
く
、
繊
維
量
の
不
均
一
も
表
面
の
凹
凸
も
な
く
な
る
た
め
で
あ
 
 

る
。
し
た
が
っ
て
拡
散
反
射
光
で
観
察
さ
れ
る
貴
の
目
は
繊
維
量
の
不
均
一
や
表
面
の
凹
 
 

凸
で
は
な
い
他
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
発
現
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
 
 
 

こ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
、
囲
1
1
に
示
す
よ
う
な
低
角
度
照
明
に
よ
る
光
学
顕
微
鏡
観
 
 

察
を
行
っ
た
。
 
 

個
別
の
画
像
を
連
結
し
て
合
成
し
た
画
像
を
図
1
2
に
示
す
。
画
像
の
上
方
か
ら
の
照
明
 
 

図1†倍角度照明での観察  

図12 低角度照明により横方向及び縦方向に並ぷ繊維を日立たせた杜の表面写真  
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Ⅹ
Y
の
2
つ
の
変
数
に
対
し
て
あ
る
借
を
持
つ
信
号
に
対
す
る
フ
ー
 
 

リ
エ
変
換
を
指
し
、
通
常
画
像
情
報
の
中
に
含
ま
れ
る
周
期
性
を
見
 
 

つ
け
る
の
に
使
わ
れ
る
。
図
1
4
に
2
次
元
フ
ー
リ
エ
変
換
の
例
を
示
 
 

す
。
左
図
は
規
則
的
に
並
ん
だ
ド
ッ
ト
の
写
真
で
Ⅹ
Y
方
向
と
も
5
 
 

1
2
点
の
画
素
か
ら
な
る
。
こ
れ
を
フ
ー
リ
エ
変
換
し
、
パ
ワ
ー
ス
 
 
 

ペ
ク
ト
ル
を
図
示
す
る
と
中
国
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
図
で
見
ら
れ
 
 
 

る
多
数
の
ド
ッ
ト
は
左
図
に
含
ま
れ
る
周
期
的
な
ド
ッ
ト
配
列
を
す
 
 

べ
て
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
中
央
部
分
の
2
5
6
×
2
5
6
画
素
だ
 
 

け
を
拡
大
す
る
と
右
図
の
よ
う
に
な
る
。
中
心
点
を
座
標
の
原
点
と
 
 

考
え
、
1
つ
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
点
（
3
5
、
7
7
）
を
例
と
し
て
考
え
る
と
、
 
 

原
点
か
ら
そ
の
点
に
向
か
う
方
向
と
直
交
す
る
方
向
に
周
期
的
な
ド
ッ
 
 

ト
配
列
又
は
稿
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
そ
の
縞
の
 
 

間
隔
は
、
元
の
国
の
縦
又
は
横
の
帽
が
5
1
2
（
例
え
ば
m
m
）
で
あ
っ
 
 

た
と
す
る
と
、
5
1
2
を
8
4
・
6
で
割
っ
た
借
で
あ
る
6
・
1
 
（
例
 
 

え
ば
m
m
）
 
で
あ
る
と
計
算
で
き
る
。
具
体
的
に
は
右
図
に
書
き
込
ん
 
 

だ
縞
模
様
と
平
行
な
周
期
性
が
元
の
国
に
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
 
 

る
。
こ
の
よ
う
に
計
算
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
く
i
s
u
巴
B
a
s
i
c
 
g
一
 
 

M
i
c
r
O
S
O
f
t
を
使
い
自
作
し
た
。
非
常
に
明
瞭
な
賛
の
日
の
周
期
性
 
 

は
、
パ
ワ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
の
中
の
最
も
強
度
の
大
き
い
ピ
ー
ク
、
あ
 
 
 

る
い
は
周
囲
に
比
べ
て
相
対
的
に
最
も
強
い
ピ
ー
ク
と
考
え
て
計
算
 
 

科
に
つ
い
て
は
別
紙
に
掲
載
す
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

3
．
3
 
透
過
光
懐
か
ら
の
目
数
の
計
測
 
 
 

フ
ー
リ
エ
変
換
は
規
則
的
に
現
れ
る
信
号
の
変
化
を
見
つ
け
出
す
の
に
よ
く
利
用
さ
れ
 
 

る
。
た
と
え
ば
〓
疋
の
音
階
を
も
つ
昔
は
空
気
の
規
則
正
し
い
振
動
の
波
で
あ
り
、
そ
の
 
 

昔
を
録
音
し
て
フ
ー
リ
エ
変
換
し
、
周
波
数
軸
上
に
信
号
の
強
度
を
プ
ロ
ッ
ト
す
る
と
、
 
 

そ
の
音
階
に
対
応
し
た
周
波
数
位
置
に
ピ
ー
ク
が
現
れ
る
。
2
次
元
フ
ー
リ
エ
変
換
は
、
 
 

で
き
る
が
、
実
際
に
は
目
で
ピ
ー
ク
を
認
識
で
き
て
も
計
算
で
そ
れ
を
見
つ
け
る
の
は
簡
 
 

単
で
は
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
い
く
つ
か
の
ピ
ー
ク
を
拾
い
出
す
と
同
時
に
そ
の
ピ
ー
 
 
 

ク
に
対
応
す
る
縞
を
描
き
、
元
の
透
過
光
像
と
の
対
比
を
目
視
で
行
っ
て
か
ら
日
数
を
判
 
 

断
し
た
。
 
 
 

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
計
算
し
た
例
を
図
1
5
に
示
す
。
上
左
国
は
大
徳
寺
文
書
の
 
 

あ
る
料
紙
を
試
料
と
す
る
透
過
光
像
で
、
費
の
H
が
非
常
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
が
 
 

国14 2次元フーリエ変換により周期性の間隔を求める方法の例  

図15 古文書の透過光像とパワースペクトル  
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谷
大
学
所
蔵
の
文
書
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
大
徳
寺
文
書
を
調
べ
た
 
 

結
果
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
連
続
性
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
1
7
0
0
年
代
以
降
の
急
激
 
 

な
賛
の
目
数
の
増
加
に
比
べ
れ
ば
、
こ
の
時
代
（
中
世
～
近
世
）
 
に
は
歴
史
的
に
抄
紙
具
 
 

（
貸
）
 
の
技
術
的
な
進
歩
は
ゆ
っ
く
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
し
か
し
、
 
 

平
均
値
の
漸
増
に
比
べ
て
ど
の
時
代
で
も
賛
の
目
数
の
分
布
が
非
常
に
幅
広
い
と
い
う
こ
 
 

と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
繊
維
原
料
の
種
類
や
煮
熟
の
程
度
に
よ
る
繊
維
の
 
 

細
か
さ
な
ど
に
よ
っ
て
繊
維
願
濁
液
の
脱
水
速
度
が
変
わ
る
た
め
、
一
定
の
抄
紙
方
法
で
 
 

む
ら
の
な
い
紙
を
抄
く
に
は
、
目
数
の
異
な
る
複
数
の
費
の
中
か
ら
適
宜
最
適
な
も
の
を
 
 

選
択
し
て
用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
た
め
に
そ
の
よ
う
な
賛
を
何
種
類
か
用
意
し
 
 

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
地
域
に
よ
っ
て
繊
維
原
料
な
ど
が
異
な
り
、
そ
れ
に
 
 

適
し
た
日
数
の
箕
を
製
造
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
繊
維
原
料
に
適
し
 
 

た
貴
を
製
造
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
抄
紙
用
具
製
作
の
技
術
レ
ベ
ル
が
低
か
っ
 
 

た
と
は
言
え
な
い
。
 
 
 

こ
の
推
論
の
真
偽
は
茸
の
日
数
が
そ
の
賛
を
用
い
て
製
造
し
た
紙
の
物
性
と
何
か
関
連
 
 

が
な
い
か
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
あ
る
程
度
推
測
で
き
る
。
図
1
8
は
貴
の
日
数
が
、
料
紙
 
 

の
面
積
糾
、
坪
量
㈲
、
厚
さ
H
及
び
密
度
何
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
を
示
 
 

す
。
い
ず
れ
も
相
関
係
数
（
グ
ラ
フ
中
の
鮮
で
示
し
て
あ
る
。
1
に
近
い
は
ど
相
関
が
高
 
 

く
、
明
ら
か
な
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
）
 
は
低
か
っ
た
が
、
厚
さ
に
関
し
て
は
、
 
 

厚
い
も
の
ほ
ど
貴
の
目
数
が
少
な
く
な
る
傾
向
を
示
し
た
。
厚
い
紙
を
漉
く
と
き
は
脱
水
 
 

が
遅
く
な
る
た
め
、
迅
速
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
必
然
的
に
粗
い
賛
の
目
を
使
っ
て
脱
 
 

水
時
間
を
短
く
す
る
工
夫
を
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
坪
量
に
関
し
て
も
同
様
の
 
 

傾
向
が
あ
る
。
時
代
に
よ
る
変
遷
を
料
紙
の
面
積
吊
、
坪
量
的
、
厚
さ
㈲
及
び
密
度
因
に
 
 

つ
い
て
見
て
み
る
と
、
面
積
は
右
下
が
り
の
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
写
真
撮
影
の
便
宜
を
 
 

考
え
て
小
さ
め
の
料
紙
を
自
ず
と
選
ん
だ
り
、
巻
物
に
す
る
た
め
に
一
番
帽
の
狭
い
紙
に
 
 

合
わ
せ
て
切
り
そ
ろ
え
た
り
す
る
の
で
必
ず
し
も
賛
の
大
き
さ
と
は
一
致
し
な
い
。
坪
量
 
 

及
び
厚
さ
に
つ
い
て
は
分
布
の
帽
を
考
え
る
と
、
時
代
に
よ
る
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
 
 

4
 
結
論
 
 
 

和
紙
は
、
製
造
に
使
用
し
た
費
の
目
の
痕
跡
を
光
に
透
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
 
 

が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
繊
維
量
の
多
少
の
分
布
が
1
枚
の
紙
の
中
に
存
在
す
る
た
め
で
あ
 
 

り
、
ま
た
賃
の
目
に
応
じ
た
表
面
の
凹
凸
も
存
在
す
る
。
し
か
し
賛
の
目
が
細
か
く
な
る
 
 

と
、
透
過
光
で
見
て
も
貴
の
目
が
観
察
さ
れ
ず
、
反
射
光
で
の
み
観
察
で
き
る
場
合
も
あ
 
 

る
。
こ
の
よ
う
な
紙
は
繊
維
量
の
多
少
の
分
布
は
な
く
、
繊
維
の
配
向
が
関
係
し
て
い
る
。
 
 

通
常
流
し
漉
き
で
漉
か
れ
た
和
紙
の
繊
維
は
貸
の
目
と
直
行
す
る
方
向
に
強
く
配
向
す
る
 
 

が
、
貴
に
接
触
し
た
面
で
は
繊
維
願
濁
液
の
脱
水
過
程
で
繊
維
が
回
転
し
て
糞
の
日
に
沿
っ
 
 

て
繊
維
が
並
ぶ
。
繊
維
が
配
向
す
る
と
繊
維
軸
方
向
に
光
を
強
く
反
射
す
る
の
で
、
配
向
 
 

す
る
方
向
の
異
な
る
繊
維
が
反
射
光
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
作
り
、
反
射
光
で
の
み
賛
の
目
 
 

が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
紙
で
は
章
に
当
た
っ
て
い
な
か
っ
た
 
 

面
で
は
費
の
目
が
ま
っ
た
く
観
察
さ
れ
な
い
。
 
 
 

大
徳
寺
文
書
料
紙
の
賛
の
目
数
を
測
定
し
た
。
透
過
光
写
真
の
画
像
を
二
次
元
フ
ー
リ
 
 

エ
変
換
し
、
パ
ワ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
図
の
ス
ポ
ッ
ト
位
置
か
ら
1
寸
（
3
0
・
3
m
m
）
あ
た
り
 
 

の
貴
の
日
の
本
致
を
計
算
す
る
手
法
を
用
い
た
。
大
徳
寺
文
書
料
紙
3
0
9
点
の
測
定
結
 
 

果
で
は
、
8
～
2
5
本
／
寸
と
分
布
が
広
く
、
平
均
値
は
1
6
・
4
本
／
寸
で
あ
っ
た
。
書
記
 
 

年
代
と
の
対
応
が
わ
か
る
1
1
6
8
年
か
ら
1
6
6
9
年
の
間
の
5
0
2
年
間
の
紙
 
 

2
4
8
点
に
つ
い
て
歴
史
的
な
変
遼
を
見
る
と
、
平
均
的
に
は
1
5
本
／
寸
程
度
か
ら
1
8
本
 
 

／
寸
程
度
へ
増
加
し
て
い
た
。
し
か
し
同
じ
時
代
で
も
非
常
に
分
布
が
広
い
こ
と
か
ら
、
 
 

目
数
の
異
な
る
複
数
の
貸
が
混
在
し
、
そ
の
中
か
ら
適
宜
最
適
な
も
の
を
選
択
し
て
用
い
 
 

え
る
。
密
度
に
関
し
て
は
、
時
代
に
よ
ら
ず
一
定
で
分
布
の
帽
も
比
較
的
狭
い
。
密
度
に
 
 

影
響
す
る
因
子
は
、
叩
解
（
打
解
）
と
ウ
ェ
ッ
ト
プ
レ
ス
 
（
圧
搾
）
 
の
程
度
で
あ
る
が
、
 
 

特
に
ウ
ェ
ッ
ト
プ
レ
ス
の
影
響
が
出
や
す
い
。
密
度
が
〓
疋
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ウ
ェ
ッ
 
 

ト
プ
レ
ス
の
圧
力
や
時
間
が
一
定
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
製
造
方
法
が
安
定
し
 
 

て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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し
ょ
k
て
い
た
か
、
又
は
地
域
ご
と
の
分
業
体
制
が
自
然
と
形
成
さ
れ
て
い
た
と
想
像
さ
 
 

れ
る
。
こ
の
2
4
8
点
に
つ
い
て
は
、
紙
が
厚
い
も
の
ほ
ど
筆
の
目
数
が
少
な
く
な
る
傾
 
 

向
を
示
し
て
お
り
、
厚
い
紙
を
漉
く
と
き
は
脱
水
が
遅
く
な
る
た
め
、
迅
速
に
作
業
が
で
 
 

き
る
よ
う
に
必
然
的
に
粗
い
賛
の
目
を
使
っ
て
脱
水
時
間
を
短
く
す
る
工
夫
を
し
て
い
た
 
 

こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
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9●Et   SOgt  tZ●0   69∠t  9tE   

∠－Et   ZOgt   帥－∠9   9Z－0   SZ●0   9g9t  9一言   

9■tt   99St   9t■t9   ∠Z■0   ZZ■0   06Et  ∠Og   

∠■9t   99St   9gサS   9Z●0   Z●0   OI7tt  SOg   

6●中一  St●09   gg●0   9t－0   Z99t  g6Z   

9■Zt   ∠SSt   9g●ウ9   9Z■0   gZ●0   9S∠t  ∠9Z   

t●9t   一言St   9Z■9智   予言■0   智t■0   tZ9  99Z   

g●6t   gSSt   g●6∠   Z9●0   gt●0   ウS9t  g9Z   

9●中一   9gSt   Z■∠S   ウZ－0   智Z■0   ウ0≦；t  gSZ   

t●6t   9gSt   ウ0■0∠   E■0   EZ■0   9S∠t  ZSZ   

中一ZZ  6Z－0智   柁－0   Zt■0   S一言t  tSZ   

0●∠t   智gSt   ∠E■智9   智Z－0   ∠Z■0   9SZt  ggZ   

6●9t   ZZSt   6g■ZS   ∠Z－0   6t●0   ∠一言t  6ZZ   

∠－9t   ∠tSt   9t●9g   EZ－0   9t■0   ∠Zgt  ∠ZZ   

Z■gt   ZOSt   Zウ■99   tg－0   tZ■0   tZSt  6tZ   

∠●9t   ZOSt   9≦；■0智   9Z－0   9t■0   Z9Zt  9tZ   

S■∠t   00St   69■6I7   ∠Z－0   6t■0   g柁t  ∠tZ   

9■∠t   9∠ウt   智∠－∠Z   9Z－0   tt－0   ウggt  EOZ   

0●6t   ∠∠ウt  St－0   6SZt  ZOZ   

9●St   66gt   ZS●9Z   9Z●0   t－0   OZウt  ∠6t   

∠■Ot   ∠9gt   tt－ウ9   Zg■0   ∠Z－0   ∠99t  g6t   

g●Ot   99Et   S∠－69   6Z■0   ウZ●0   9g6t  Z6t   

9■∠t   S9gt   ∠●柁   ∠Z■0   gt－0   ∠ZSt  t6t   

E－9t   S9gt   ∠ウ●Sウ   6Z●0   9t－0   SO9t  06t   

t－tZ   ウSgt   ∠S■∠ウ   gZ●0   tZ－0   6t9t  6∠t   

智●tZ   ウ9gt  9t－0   t∠St  9∠t   

サーサー   9ggt   Zt■t≦；   6Z●0   ∠t●0   g99t  g∠t   

9■tt   ∠ggt   柁■90t   甘言●0   Zど0   0ウ6t  Z∠t   

∠－tt   gggt   ∠t■SZt   6g●0   Zど0   tウ6t  t∠t   

Z■EZ   6Zgt   ZS●9tt   9S●0   Z■0   t≦；∠t  99t   

ど6t   9Zgt   Sg●9ウ   9Z■0   9t－0   9Z∠t  ∠9t   

ウ●9t   tZgt   官有－t∠   ∠Z●0   ∠Z－0   智9∠t  S9t   

ウ■tt   ∠9tt   SZ●S智   ∠g－0   Zt－0   智Z∠t  g9t   

t●OZ  ZZ∠t  t9t   

（阜／蜜）日α碁   虫控暮   （押／∂）吾由  （四つ／∂）笥轟  （mm）宝包   （㌢〇）巣埋  古畳＼r′  古畳畳茸   

（1G梨＝ウ音痴耳封封ユしへG＝今立2三幸、ン罪＝柑l伯堤『喜茸早辛目￥』）  

（11些Iつ蒜ユ、へG＝サ傭袈1G婁と孝苫昭標目α碁）  

（11吉裾ユG了＝価領域孝Trl－乙α勒担架駁賢）  

肇箋一項日暮甥撼ひ呈茸皐彰￥   



文書番号  ′ト番号   面積（c上d）   厚さ（mm）   密度（g／c∬l）  坪量（g／d）   書記年   

337   4  1299   

338  1592   0．22   0．26   56．52   1343   

341  1604   0．13   0．28   36．17   1346  16．5   

346   2  14．1   

346   3  1248   14．0   

346   5  1314   14．1   

346   1331   14．2   

346   8  1286   14．1   

346   9  1290   14．0   

346   1305 13．5   

348  1635  17．7   

351  1657  0・16   0．27   44．06   1400   15．3   

352  1607   0．19   0．27   49．8   1350   14．6   

353   0．19  1350  15．2   

357  1565   0．14  0・51   71．57   1353   19．9   

364   19．4   

364   2  1168  17・3   

364   1258   19．2  

364   7  1315   19．6   

364   8  1304   19．1   

364  9  1303   19・7   

366  1576   0．19   0．46   85．65   1360   22．4   

369  1640   0．16   0．26   40．86   1343   1（；．9   

370  1587   0．14   0．23   31．52   1362   18．3   

372  1512   0．12   0．25   29．76  18．9   

373   1899   0．24  1363   11．4   

373   2  0．14  1360   15．4   

376  1569   0．16   0．26   41．42   

377  1446   0．16   0．23   35．27   

378  1676   0．16   0．28   42．97   13（；4   16．2   

380  1494   0．18   0．22   39．48   1365   17．6   

382  2011   0．34   0．25   87．5   1365   8．6   

384  1446   0．15   0．25   38．05   1365   18．5   

386  1446   0．14   0．29   40．82   1365   16．6   

388  1579   0．14   0．23   33．56   1367  

397  1492   0．16   0．25  40．Z3   1373   

455   1321   0．19  1262   

455   2   1400   0．2  1Z．9   

455   3   1448   0．21  1262   13．7   

455   4   1674   0．26  ‖  1235   13．4   

457  1314   0．18   0．37   67．73   1303   12．7   

463  1615   0．22   0．23   51．39  20．9   

464  1550   0．23   0．24   55．5   1330   16．8   

465  1661  1330   14．7   

－153－   



－pSt－  

官●∠l   91Sl   ウ●SS   ZZ●0   SZ’0   9EEl  S6∠   

Z●∠t   llSt   S■ウS   SZ■0   lZ■0   OI7Et  S官∠   

S●Sl  90■9Z   tZ■0   どt■0   Ettt  E9∠   

ウ■∠l   OtSt   t∠●仲   EZ■0   Z‘0   ウ9Et  Z∠∠   

t■9t  l’99   SZ－0   ∠Z■0   ∠∠Et  Jウ∠   

Z‘9t   6ESt   Z∠‘9l7   lZ－0   EZ●0   ZSZt  Eウ∠   

9‘9t   9ESt   Z■ES   冒Z■0   6t－0   ZZSt  6E∠   

E●官t   EOSt  St－0   ウ∠Zl  9E∠   

Z－St   t9Et   仲■0ウ   SZ■0   9t－0   ∠09l  ウE∠   

Z－Zt  E9■S6   9E■0   ∠Z－0   ウ∠St  St∠   

t一宮   ZESl   〔十十ナウ   gZ■0   EZ●0   S£どt  Zt∠   

S－ZZ   ∠tSt   60－9Z   Z17■0   90■0   t99  ∠0∠   

6－St   ∠tSt   ∠官－EE   ZZ‘0   9t・0   66Zt  90∠   

6－9T   ∠t∈；t   9∠－SZ   ウZ－0   tt■0   ∠官Ot  SO∠   

Z’旨t   tO∈；t   Zt■9I7   EZ－0   Z■0   中予Et  tO∠   

十＋ナ∵   t∠Et   ZZ■6ど   SZ■0   9t■0   ウOSt  冒S9   

t■∠t   E9Et   ウZ■Eウ   6Z－0   St－0   Z∠St  9∈；9   

61st’  tZ’0冒   9Z－0   tE■0   E9∠t  仲9   

S－6t   60Et  十   官6S   

官－Zt   ZウSt  El▲0   OtZt   Z   宮6S   

S●9t   9どSt   Z9■∠S   ウZ■0   ウZ■0   ウSEt  ∠∠S   

0■9t   EESt   6■粥   EZ■0   SZ－0   E∠Zt  0∠S   

∠■9l   どESt   Sウ●tI7   ZZ■0   6t－0   EOEt  99S   

S●9l  ZESt   
SどOS   SZ－0   tZ■0   09CT  99∈；   

∠E■9Z   9Z－0   t－0   帥Ot  9SS   

0■tZ  Z6■z9   柁－0   6t■0   E9El  6ウS   

ウ■Zt   tZSl   99■9与   9Z▲0   ZZ－0   Z帥l  SES   

E－6t   ウESt  EZ－0   ∠6＝   6   ZES   

6■9t   lESt  SZ●0   StZt   冒   ZES   

9■St   tEST  9Z－0   90Et   ∠   ZES   

E■9T   6Z∈；t  6t－0   ‖1t   9   ZES   

S’6t   6Z∈；t  6t▲0   ウttt   S   ZES   

S■6t   9Z∈；t  tZ‘0   ZtEt   ウ   ZES   

∠‘9t   9ZSt  ZZ－0   ttEt   E   Z£S   

0●台t   ウtSt  ∠t－0   tZtt   Z   Z£S   

ウ’Zt   予tSt  ∠t－0   EZOT   ZES   

S●St   0！沖t   Z∠－£S   ∠Z■0   Z■0   Z9gT  EZS   

0●9t   Zエヤー   9E■ZE   ZZ■0   St－0   6Zどt  6tS   

9’∠t   Zエサー   ∠E■SE   EZ■0   9t－0   6ZEt  9tS   

Z■tt   TウEt   6t一宮∠   ウZ■0   どど■0   te6t  9！沖   

∠■9t   S£Et   9●6I7   EZ●0   ZZ■0   909t  t宮中   

9■St   SどEt   曾9－ES   SZ■0   tZ■0   9S9t  ∠∠予   

E■St   SEEt   9サーZS   ZZ■0   ウZ■0   E9∈；t  9∠ウ   

S’st   OEEt  9S9t  99ウ   

埠／蜜）拍蔦   痴2呈量   （‡U／矛）吾恕  （pつ／ヨ）苛轟  （ⅦⅦ）忌盈   （P））敦些  与螢中  宣蟄章茸  



文書番号  小番号   面積（c【d）   厚さ（ⅢⅢ）   密度（g／c打i）  坪量（g／正）   ‘書記年   貴め目（本／寸）   

798  143Z   0．19   0．23   45．38   1521   1Z．8   

804   1372   16．0   

805  1445   0．16   0．26   41．51   1378   16．9   

808  1472   0．16  0・22   36．01   1389   15．6   

809  131313 0．16   0．29   45．71   1395   19．4   

811  1103   0．15   0．28   40．8   1401   18．3   

817  956   0．11   D．28  31．38   1470   16．4   

821  1488   0．2   0．23   44．36   1474   12．9   

824   1262   0．18   0．29   50．73   1475   14．1   

824   2   1120   0．12   0．21   24．11   1491   ・・14．0   

，827  1371   0．Z〔I   0．22   65．65   1475   13．1   

831  1325   0．14   0．Z5   36．23   1481   20．0   

832  1088   0。18   0．26   45．96   1481   13．9   

835   1127   0．11  1483   17．1   

835   2   1171  0．11  1486   13．9   

839  1018   0．1   0．22   22．6   1486   z4．3   

840  1ZO8   0．29   0．23   66．23   1487   11．8   

．843  1034   0．11   0．26   27．09   1490   24．1   

．845  1171   0，2   0．31   61．47   1493   14．7   

847  1469   0．2   0．32   64．65   1495   

852  1366   0．36   0，26   94．44   1499   

858  1242   0．15   0．2   29．79   1504   

．．865  105454 0．15   0．34   49．33   1508   

884  335   0．09   0．38   32．8   1516   

、885  1235   0．18   0．29   51．03   1516   11．9   

■889  1129   0．Z   0．3   58．47   1519   16．2   

890  1283   0．13   0，22   28．05   1520   

893  1072  0■24   0．Z5   59．7   1522   

894  1282   0．09   0．Z8   25．75   1522   

．897  1092   0．28   0．26   71，43   1524   14．7   

902  1084   0．08   0．31   Z3．99   1524   18．8   

905  1111   0．15   0．29   44．1   

907  10Z8   0．12   0．19   23．36  

91Z  1135   0．14   0．26   35．24   

915  1359   0．17   0．26   44．14   

・920  0．19  1533   13．6   

938  1109   0．15   0．28   41．47   1541   16．3   

940  1131   0．21   0．3   61．OZ   1542   16．2   

941  1206   0．14   0．26   37．33   1548   17．1   

945  758   0．1   0．33   32．96   1559   16．6   

946  1460   0．18   0．27   47．94   1561   12▲2   

947  1248   0．19   0．24   45．69  1561   17．4  

948  
1089   0．12   0．23   27．54   1561   20．2   

1416   0．15   0．27   40．97   1565   14．9   

－155－   



ー9雪t  

tlzZ   官営中一   ZZ－ウZ   ∠Z■0   60－0   S宮∠  669t   

6■9t   ∠S中一   9Z－Sウ   6l－0   テZ’0   0宮中t  9S9t   

S■gt  69－£9   e－D   tZ’0   6ZI7t  tS9t   

6■9t   tウSt   tt’£S   ウZ■0   ZZ■0   66Zt  S9St   

6■9t   ウ6I7t  Et●0   6£6   ＝   e9Sl   

9－9t   6£St  Z’0   0£6   ∠   e9Sl   

9●9t   6どSt  Zt■0   699   S   e9∈；l   

9■∠t 6どSt  tt●0   6£∠   ウ   e9Sl   

t■9t   6どSt  tt－0   tOOt   Z   ど9≦；t   

ウ●∠t   6gSt  OZtt   9   Z9≦；t   

6■9t   6£St  Z●0   ∠ヤーl   S   Z9St   

£■9l   6£St  6l－D   ど官Zt   †   Z9St   

E■9t   6£St  ZZ■D   96£t   Z9St   

ゥ・tt   ZS中一  9t－D   ウ8St  SウSt   

9●Zt   ZS中一   Sウ■∠∠   ££●0   ウZ■D   習08t  EウSt   

S●tt   ZS中一   官E■9S   6Z－0   6t‘0   60習t   £   ZウSt   

0－Zt   ZSウt  tZ■0   ウ柑t   Z   ZウSt   

£■Zt   ZSウt  ZZ▲0   ウZ9t   ZウSt   

ウ●OZ   ZSSt  ∠t■0   9ウZt  6ZSt   

0■SZ   6SEt   ウ∠■仲   £●0   St’0   S∠中一  tE†1   

t●OZ   00ウt   鋸一ZZ   SZ■0   60●0   ウ9St  ウ∠£t   

6■9t   £∠£t   60‘ZZ   tZ■0   tt■0   ウ6中一  どSどl   

9－どl   Oeet   6£‘仲   6Z●0   St●0   6EZt  旨6Zt   

9■9t   OE冒t   ZS●帥   E£▲0   St■0   ∠£Zt  ∠6Zt   

S■中一   Z6ウt   9∠●9I7   6Z‾0   9t■0   ∠6I7t  9ウZt   

∠■9l   ∠∠サー   6∠●ウZ   ウZ■0   t■0   0∠ll   ＝   9EZt   

9■ウt   S9中一  ウl’0  Ot   9冒Zt   

ウ‘£t   S9中一  どl■0  9£Zt   

ウ‘St   t6I7t   ウE●0ウ   EZ■D   ∠t■0   9宮Et   9   9EZl   

0●9t   ∠5沖t   6t●SZ   EZ●D   ＝■0   0∠Zt   ∠   9EZt   

t●9t   ∠宮中t   ウ0●9Z   6t－D   £t●0   宮9Zt   9EZt   

t●∠t   ぢ∠サー   9●ZE   Z■0   9t‘0   ttEt   S   9£Zt   

0’宮t  ∠t‘0  †   9EZt   

9■9t   l∠ウl   ∠6■∠E   ZZ▲0   ∠t●0   EウEt  OEZl   

∠●9t   e9Sl   99’9S   t£●0   9t■0   こ＝＝  6tZt   

6■∠t   E9St   S£■SS   6Z●0   6t●0   ZOtt  宮IZT   

S■9t   e9ST   6Z■冒ウ   SZ■0   9t－0   9∠9  9tZt   

9’St   tt7≦；t   ZO’tS   6Z●0   ∠t－0   ウ6Zt  6Stt   

ウ●中一   SOSt  6egl  S90t   

どOZ ∠0∠t   Z∠‘∠∠   ウZ■0   EE■0   19SZ  S96   

0’ZZ   699t   ∠どZウ   ES●0   90●0   £∠SZ  ウ96   

9■Ot   ∠t9t   9S■0ウ   £Z■0   ∠t●0   9∠St  0宮6   

0■中一   ∠09t   Et●∠ウ   ∠Z■0   gl■0   ウ9中一  Z∠6   

9■9t   ∠9St   SS■Z9   lE－0   Z●0   StZt  9S6   

（阜／車）訃甘薯   寺コ呈皐   （押／∂）苦虫  （p〕／∂）却認  （ⅦⅧ）音型   （匹）敬担  畠塁＼レ  与嬰卓耳  



書番号  ′ト番号   面積（c【d）   厚さ（nⅦ）   密度（g／cnり  坪量（g／d）  書記年  章の日（本／寸）   

1788  1647  1343   20．3   

1798  1241   0．12   0．28   33．44   1535   11．8   

1815  1583   0．14   0．23   32．23   1537   18．5   

1817  1550   0．07  1455   17．1   

1895  1320   0．1Z   0．21   24．25  

1898  1509   0．l   0．23   Z3．86   1391   16．9   

1901  1351  0．16   0．2   31．82   1409   9．4   

1907  965   0．14   0．22   31．1   1449   22．3   

1908  1338   0．12   0．17   19．43   1449   17．0   

1913  0．14  

1967  0．12  

2112  1125  1460  13．0                1545  15．3              1410  17．4   
2189  1688  1322   17．5   

2190  1709  1322   10．9   

2194   1210  1539   

2194   2   1156   0．15  1539   12，5   

2194   1157   0．15  1539   14・7   

2194   4   1147   0，Z4  1540   19．9   

2194   5   114Z   0．Z  1540   19．9   

2194   6   1191   0．22  1540   16．9   

2194   1172   0．19  

2194   8   1145   0．17  

2194   9   923   0，14  

Z194   10   1096  0・21  

2194   1044   0．17  

2194   12   913   0．15  

2194   665   0．19  

2194  14   706   0．15  1543   17．1   

2194   15   1023   0．12  1543   16．6   

2194   16   1052   0．21  1543   17，5   

2268  1246   0．11   0．4   44、15   1549   18．2   

2269  933   0，16   0．16   25．7Z  17．3   

2284  1292   0．18   0．29   52．Z5   1542   17．5   

2306  1940  17．4   

2345   1388   0．17  1464   16．1   

Z345   2   1409   0．18  1465   16．4   

Z345   1471   0．24  1475   13．7   

2345   5   1271   0．15  1480   16．6   

2345   6   1190   0．15  1491   15．9   

2346  1296  1475   17．5   

2359  1301  1533   17．6   

2367    1231        1534  16．4  2379    1260        1479  17．0  2380    1305        1502  16．9   
157－   
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文書番号  ′ト番号  面積（cⅡり   厚さ（m皿）  密度（g／cd）  坪量（g／d）   書記年   貴の日（本／寸）   

1997   4   1133  1586   23．2   

1997   5   1133  1586   23．1   

1997   6   1133  1586   20．1   

1997  7   1133  1586   17．8   

915  17．5   

賓の計統計  データ数  

平均  

最多  

最少  

9
 
4
 
0
 
1
】
 
 

3
0
 
 

1
6
 

頻 度   累積（％）   頻 度   

0   ．00％   

0   ．00％   72   

0   ．00％   39   

0   ．00％   39   

0   ．00％   21   

3   ．97％   

21   7．77％   

39   20．39％   4   

7Z   43．699乙   

101   76．3駅乙   

39   89．00％   

19   95．15％   

98．71％   

4   100．00％   0   

0   100．00％   

0   100．00％   0   

0   100．00％   0  




